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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークに対してインターフェースとなるケーブルモデムモジュール装置と、
　前記ケーブルモデムモジュール装置に電力を供給する電源部と、
　前記ケーブルモデムモジュール装置の設定状態または動作状態を表示する表示部と、
　前記ケーブルモデムモジュール装置、前記電源部及び前記表示部が実装される主回路基
板と、
　前記主回路基板を、前記ケーブルモデムモジュール装置、前記電源部及び前記表示部を
含めて収納し、前記表示部に対応する位置に窓を有する筐体とを具備し、
　前記ケーブルモデムモジュール装置は、
　高周波信号を送受信するアナログ信号処理部を有するチューナ部と、
　前記チューナ部を収納する第１のシールドケースと、
　前記第１のシールドケースに収納された前記チューナ部に対して入出力する信号をデジ
タル処理するデジタル信号処理部と、
　前記第１のシールドケースに収納された前記チューナ部及び前記デジタル信号処理部の
少なくとも一方の設定状態または動作状態を表示するための表示制御信号を生成する表示
制御部と、
　前記第１のシールドケースに収納された前記チューナ部、前記デジタル信号処理部及び
前記表示制御部が実装される回路基板と、
　前記回路基板を、前記第１のシールドケースに収納された前記チューナ部、前記デジタ
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ル信号処理部及び前記表示制御部を含めて収納する第２のシールドケースと、
　一端部が前記回路基板に接続され、他端部が前記第２のシールドケースの前記主回路基
板に対向する面とは異なる面を挿通して前記主回路基板に接続される端子群とを備え、
　前記端子群は、
　前記第２のシールドケースの外方から前記ケーブルモデムモジュール装置に対する各種
状態の設定または確認を行なうための第１の端子と、
　前記表示制御部で生成された表示制御信号を、前記主回路基板に形成された回路パター
ンを介して前記表示部に供給するための第２の端子とを含んでいることを特徴とする電子
機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばＣＡＴＶ（Cable Television）回線を用いたネットワークとのイン
ターフェースとなるケーブルモデムモジュール装置を内蔵した電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、例えばＣＡＴＶ回線を用いたネットワークに、ユーザの所有する例えば
ＰＣ（Personal Computer）等の情報端末を接続するためのインターフェースとして、ケ
ーブルモデム装置が開発されている。このケーブルモデム装置は、現在、ユーザが直接取
り扱うことができる独立した機器として製品化されている。
【０００３】
　一般に、ケーブルモデム装置は、その背面にＣＡＴＶ幹線と接続するためのＲＦ（Radi
o Frequency）同軸コネクタ、ＰＣ等と接続するためのイーサネット（Ethernet）コネク
タまたはジャック、装置を初期設定に戻すためのリセットスイッチ、電源電力の供給を受
けるための電源コネクタ等を装備している。
【０００４】
　また、このケーブルモデム装置の前面には、電源電力の供給状態、ＣＡＴＶセンター局
との接続状態、ＰＣとの接続状態、その他の機能の状態を表示するためのＬＥＤ（Light 
Emitting Diode）または液晶等でなる表示部、装置に対して電源を投入または遮断するた
めの電源スイッチ等が装備されている。
【０００５】
　そして、このケーブルモデム装置は、現状において、合成樹脂材料で形成された筐体に
収納されており、ＰＣの近傍に置かれたり、壁に掛けたりすることを前提として、その形
状が設定されている。
【０００６】
　ところで、現在では、高集積化、部品の高性能化、実装技術が向上していることから、
ケーブルモデム装置としても大幅なコストダウンや小型軽量化が促進されている。これに
より、サイズの上では、ケーブルモデム装置を所定の電子機器に内蔵してしまうことが可
能になっている。
【０００７】
　しかしながら、ケーブルモデム装置は、上述したように、元々、他の電子機器とは別体
な独立した機器として構成されているため、所定の電子機器に内蔵するためには、種々の
点で改良を施す必要が生じることになる。
【０００８】
　特許文献１には、受信系ブロックと送信系ブロックとを１つの筐体内に形成した送受信
一体型高周波装置が開示されている。しかしながら、この特許文献１では、受信系ブロッ
クと送信系ブロックとが形成された筐体を、所定の電子機器に内蔵することについては何
らの記載もなされていないものである。
【特許文献１】特開２００２－１６５２４号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、この発明は上記事情を考慮してなされたもので、所定の電子機器への内蔵に適
する構成としたケーブルモデムモジュール装置を内蔵した電子機器を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　すなわち、この発明に係る電子機器は、ネットワークに対してインターフェースとなる
ケーブルモデムモジュール装置と、ケーブルモデムモジュール装置に電力を供給する電源
部と、ケーブルモデムモジュール装置の設定状態または動作状態を表示する表示部と、ケ
ーブルモデムモジュール装置、電源部及び表示部が実装される主回路基板と、主回路基板
を、ケーブルモデムモジュール装置、電源部及び表示部を含めて収納し、表示部に対応す
る位置に窓を有する筐体とを具備し；ケーブルモデムモジュール装置は、高周波信号を送
受信するアナログ信号処理部を有するチューナ部と、チューナ部を収納する第１のシール
ドケースと、第１のシールドケースに収納されたチューナ部に対して入出力する信号をデ
ジタル処理するデジタル信号処理部と、第１のシールドケースに収納されたチューナ部及
びデジタル信号処理部の少なくとも一方の設定状態または動作状態を表示するための表示
制御信号を生成する表示制御部と、第１のシールドケースに収納されたチューナ部、デジ
タル信号処理部及び表示制御部が実装される回路基板と、回路基板を、第１のシールドケ
ースに収納されたチューナ部、デジタル信号処理部及び表示制御部を含めて収納する第２
のシールドケースと、一端部が回路基板に接続され、他端部が第２のシールドケースの主
回路基板に対向する面とは異なる面を挿通して主回路基板に接続される端子群とを備え；
端子群は、第２のシールドケースの外方からケーブルモデムモジュール装置に対する各種
状態の設定または確認を行なうための第１の端子と、表示制御部で生成された表示制御信
号を、主回路基板に形成された回路パターンを介して表示部に供給するための第２の端子
とを含むようにしたものである。
【発明の効果】
【００１２】
　上記した構成によれば、一端部が回路基板に接続され、他端部が第２のシールドケース
の主回路基板に対向する面とは異なる面を挿通して主回路基板に接続される端子群の中に
、第２のシールドケースの外方からケーブルモデムモジュール装置に対する各種状態の設
定または確認を行なうための第１の端子と、表示制御部で生成された表示制御信号を、主
回路基板に形成された回路パターンを介して表示部に供給するための第２の端子とを設け
るようにしている。
【００１３】
　このため、ケーブルモデムモジュール装置自体の製造時や、所定の電子機器製造時にケ
ーブルモデムモジュール装置を組み込んだ状態では、第１の端子を介してケーブルモデム
モジュール装置の設定、確認等を行なうことができる。また、電子機器にケーブルモデム
モジュール装置を組み込んだとき、第２の端子により表示制御信号を主回路基板の回路パ
ターンを介して表示部に供給することが可能となるので、表示部の取り付け位置の自由度
を向上させることができ、所定の電子機器への内蔵に適する構成とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は、この実
施の形態で説明するＣＡＴＶ放送システムの概略を示している。図１において、符号１１
はＣＡＴＶセンター局である。
【００１５】
　このＣＡＴＶセンター局１１は、ＣＡＴＶケーブル１２を介して各加入者宅１３に設置
されたＣＡＴＶ端末装置１４に接続されている。また、ＣＡＴＶセンター局１１は、例え
ばインターネット等の各種ネットワーク情報網１５に接続されている。
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【００１６】
　そして、ＣＡＴＶ端末装置１４は、ＣＡＴＶセンター局１１から配信される各種番組の
選局処理、選局された番組からの映像、音声及び文字等の各種情報の復調処理等を行なう
機能を有する。このＣＡＴＶ端末装置１４で復調された映像、音声及び文字等の各種情報
は、テレビジョン受信機１６に出力されてユーザの視聴に供される。
【００１７】
　また、このＣＡＴＶ端末装置１４は、ＰＣ１７を接続可能としており、ＰＣ１７がＣＡ
ＴＶセンター局１１を介して各種ネットワーク情報網１５とデータ通信を行なうためのケ
ーブルモデム機能を有している。
【００１８】
　なお、ＣＡＴＶセンター局１１からＣＡＴＶ端末装置１４には、例えば９０～８６０Ｍ
Ｈｚ程度の高周波の下り信号で、映像、音声、文字、ＰＣデータ等の各種情報が配信され
る。また、ＣＡＴＶ端末装置１４からＣＡＴＶセンター局１１には、例えば５～６５ＭＨ
ｚ程度の高周波の上り信号で情報が伝送される。
【００１９】
　図２は、ＣＡＴＶ端末装置１４の概略的な構造を示している。このＣＡＴＶ端末装置１
４は、略箱状に形成された筐体１８を有し、この筐体１８内に、各種の回路部を形成する
ための主回路基板１９が収納される構造となっている。
【００２０】
　すなわち、主回路基板１９には、主として、ＣＡＴＶセンター局１１から配信される各
種番組の選局処理や復調処理等を行なうための放送信号復調部２０と、ＰＣ１７がＣＡＴ
Ｖセンター局１１を介して各種ネットワーク情報網１５とデータ通信を行なうためのケー
ブルモデムモジュール装置２１と、ＡＣ（Alternating Current）商用電力を受けて放送
信号復調部２０及びケーブルモデムモジュール装置２１に必要な電力を供給するための電
源部２２とが実装されている。
【００２１】
　また、上記筐体１８の前面パネル２３には、例えば受信チャンネルやＣＡＴＶセンター
局１１との接続状態を表示する表示部２４、電源スイッチを含む各種の操作子２５、電源
オン、オフの状態を示す表示装置２６、図示しないリモートコントローラからの操作情報
を受信する受信部２７等が配置されている。
【００２２】
　さらに、上記筐体１８の後面パネル２８には、上記ＣＡＴＶケーブル１２を接続するた
めのＲＦ同軸コネクタ２９、上記放送信号復調部２０で復調された映像信号及び音声信号
を、それぞれ外部のテレビジョン受信機１６等に出力するための映像出力端子３０及び音
声出力端子３１、ＣＡＴＶセンター局１１を介して各種のネットワーク情報網１５にアク
セスする情報端末（例えばＰＣ１７等）を接続するためのコネクタ３２、上記電源部２２
にＡＣ商用電力を供給するためのＡＣライン３３等が配置されている。
【００２３】
　図３は、上記ＣＡＴＶ端末装置１４の信号処理系を示している。すなわち、上記ＣＡＴ
Ｖケーブル１２が接続されるＲＦ同軸コネクタ２９は、分配器３４に接続されている。こ
の分配器３４は、ＣＡＴＶケーブル１２を、上記放送信号復調部２０のチューナ部３５に
接続する機能と、上記ケーブルモデムモジュール装置２１のＲＦ同軸コネクタ３６に接続
する機能とを有する。
【００２４】
　これにより、ＣＡＴＶセンター局１１から配信される各種番組は、ＣＡＴＶケーブル１
２、ＲＦ同軸コネクタ２９及び分配器３４を介してチューナ部３５に供給されて選局され
た後、上記放送信号復調部２０の信号処理部３７により、映像信号及び音声信号に復調さ
れる。
【００２５】
　そして、上記放送信号復調部２０で復調された映像信号及び音声信号は、それぞれ映像
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出力端子３０及び音声出力端子３１を介して、外部のテレビジョン受信機１６等に出力さ
れてユーザの視聴に供される。
【００２６】
　また、ＰＣ１７から出力されるネットワーク情報網１５へのアクセス情報は、コネクタ
３２、ケーブルモデムモジュール装置２１、ＲＦ同軸コネクタ３６、分配器３４、ＲＦ同
軸コネクタ２９、ＣＡＴＶケーブル１２及びＣＡＴＶセンター局１１を介して、所定のネ
ットワーク情報網１５に送出される。
【００２７】
　そして、ネットワーク情報網１５からの返信情報は、ＣＡＴＶセンター局１１、ＣＡＴ
Ｖケーブル１２、ＲＦ同軸コネクタ２９、分配器３４、ＲＦ同軸コネクタ３６、ケーブル
モデムモジュール装置２１及びコネクタ３２を介して、ＰＣ１７に受信される。
【００２８】
　ここで、上記ケーブルモデムモジュール装置２１は、ＣＡＴＶセンター局１１との通信
の制御、ＣＡＴＶセンター局１１に送信する上り信号の生成、ＣＡＴＶセンター局１１か
ら送信された下り信号の復調、ケーブルモデムモジュール装置２１に接続されている外部
装置（この場合ＰＣ１７）とのデータ通信の制御等を行なう機能を有している。
【００２９】
　図４は、ケーブルモデムモジュール装置２１の信号処理系を示している。このケーブル
モデムモジュール装置２１は、ＣＡＴＶセンター局１１と上記ＲＦ同軸コネクタ３６を介
して送受信する高周波信号を扱うためのアナログ信号処理部を有するチューナ部３８と、
このチューナ部３８に対して入出力する信号をデジタル処理するデジタル信号処理部３９
とを備えている。
【００３０】
　このデジタル信号処理部３９は、チューナ部３８で周波数変換されて出力されるアナロ
グの下り信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ（Analog／Digital）コンバータ４０、デ
ジタル信号に変換された下り信号を復調してデータ化する復調部４１を備え、データ化さ
れた下り信号はＭＡＣ（Media Access Control）部４２に供給される。
【００３１】
　また、ＭＡＣ部４２で生成されたデジタルの上り信号は、Ｄ／Ａ（Digital／Analog）
コンバータ４３でアナログ信号に変換され、チューナ部３８を介してＣＡＴＶセンター局
１１に送信される。
【００３２】
　さらに、ＭＡＣ部４２は、ＣＡＴＶセンター局１１と送受信したデータを、イーサネッ
トＩ／Ｆ（Interface）部４４を介して、ケーブルモデムモジュール装置２１に接続され
ている外部装置（この場合、ＰＣ１７）と通信する機能を有している。
【００３３】
　また、このデジタル信号処理部３９は、チューナ部３８を含めた各回路部の動作を統括
的に制御するために、マイクロコンピュータ等を内蔵した主制御部４５と、ＩＣ（Integr
ated Circuit）メモリ４６とを備えている。この主制御部４５及びＩＣメモリ４６は、Ｍ
ＡＣ部４２に接続されている。
【００３４】
　そして、このケーブルモデムモジュール装置２１には、そのチューナ部３８及びデジタ
ル信号処理部３９を含めた各回路部に対して、ケーブルモデムモジュール装置２１の外部
に設置された上記電源部２２から電源電力が供給されるようになっている。
【００３５】
　さらに、上記主制御部４５には、コンソール用端子４７が接続されている。このコンソ
ール用端子４７は、例えばＰＣ等の制御機器を接続し、制御機器と主制御部４５のマイク
ロコンピュータとの間で通信を行なわせるための制御用通信端子である。
【００３６】
　そして、このように、制御機器が、コンソール用端子４７を介して主制御部４５のマイ
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クロコンピュータと通信可能となることにより、ケーブルモデムモジュール装置２１つま
りデジタル信号処理部３９の各種状態の設定や、確認等を行なうことができる。
【００３７】
　図５は、ケーブルモデムモジュール装置２１の構造を示している。図５において、符号
４８は回路基板である。この回路基板４８には、図４に示したチューナ部３８及びデジタ
ル信号処理部３９が実装されている。なお、図５では、デジタル信号処理部３９を構成す
るＩＣメモリ４６が、回路基板４８に接続されている状態が見えている。
【００３８】
　このうち、チューナ部３８は、チューナ回路基板４９上に、上記ＲＦ同軸コネクタ３６
を設置するとともに、前記アナログ信号処理部を形成している。そして、ＲＦ同軸コネク
タ３６を露出させるようにして、チューナ回路基板４９を、例えば金属等の電磁波の不要
輻射を遮蔽する効果のある素材で形成されたシールドケース５０内に収納した構成となっ
ている。
【００３９】
　このチューナ部３８は、一端部がチューナ回路基板４９に接続され、他端部がシールド
ケース５０を挿通して外方に突出される、アナログ信号入出力用の端子群５１を備えてい
る。このチューナ部３８は、端子群５１の他端部を回路基板４８に接続することにより、
回路基板４８に実装されたデジタル信号処理部３９と接続されている。
【００４０】
　そして、上記ケーブルモデムモジュール装置２１は、チューナ部３８及びデジタル信号
処理部３９が実装された回路基板４８の周囲を、外部からの電磁波をシールドする機能を
有する略６面体のシールドケース５２、もしくは、それに類似した形状の筐体で覆うこと
により構成されている。
【００４１】
　このシールドケース５２は、回路基板４８の周囲４面を覆う枠状の金属ケース５３と、
この４面体の金属ケース５３の一方の開口を覆う第１のカバー５４と、金属ケース５３の
他方の開口を覆う第２のカバー５５とから形成されている。
【００４２】
　ここで、上記金属ケース５３には、ケーブルモデムモジュール装置２１の外部と回路基
板４８上のデジタル信号処理部３９との電気的接続や、ケーブルモデムモジュール装置２
１の外部から回路基板４８上の各種回路に対する電源電力の供給を目的とする端子群５６
が備えられている。
【００４３】
　この端子群５６には、例えば貫通コンデンサ等のように、金属ケース５３を挿通して、
他の外部回路基板（この場合、主回路基板１９）に直接はんだ付けすることができる端子
、または、簡易な構造のコネクタで接続することができる端子を用いている。この端子群
５６は、それぞれの一端部が回路基板４８に接続され、他端部が金属ケース５３を挿通し
て外方に突出されて、例えば主回路基板１９との接続に供されている。
【００４４】
　図６は、上記回路基板４８のチューナ部３８が搭載されている面と反対側の面を示して
いる。この面には、上記デジタル信号処理部３９のＡ／Ｄコンバータ４０、復調部４１、
ＭＡＣ部４２、Ｄ／Ａコンバータ４３及び主制御部４５等をＩＣ化した半導体チップ５７
と、ＩＣチップ化されたイーサネットＩ／Ｆ部４４とが実装されている。
【００４５】
　ここで、上記金属ケース５３に備えられた端子群５６の一部には、前述したコンソール
用端子４７が含まれている。このため、回路基板４８をシールドケース５０内に収納した
状態でも、シールドケース５０の外部から端子群５６の中のコンソール用端子４７に対応
する端子にＰＣ等の制御機器を接続して、主制御部４５のマイクロコンピュータと通信を
行なうことにより、ケーブルモデムモジュール装置２１の各種状態の設定や、確認等を行
なうことができる。
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【００４６】
　ところで、このコンソール用端子４７は、ケーブルモデムモジュール装置２１自体の製
造時や、ＣＡＴＶ端末装置１４の製造時にケーブルモデムモジュール装置２１を組み込ん
だ状態での、ケーブルモデムモジュール装置２１の各種状態の設定や、確認等を行なうた
めに使用されるもので、一般のユーザには使用されないことを前提とした端子である。
【００４７】
　この場合、コンソール用端子４７は、端子群５６の一部として、ケーブルモデムモジュ
ール装置２１の外部に露出されることになるが、ケーブルモデムモジュール装置２１自体
がＣＡＴＶ端末装置１４の筐体１８内に内蔵されるので、ユーザがコンソール用端子４７
を介して主制御部４５のマイクロコンピュータにアクセスすることは防止される。
【００４８】
　このように、端子群５６の一部にコンソール用端子４７を含ませることにより、ケーブ
ルモデムモジュール装置２１をＣＡＴＶ端末装置１４に組み込んでからも、筐体１８内に
収納される前であれば、コンソール用端子４７を介して主制御部４５のマイクロコンピュ
ータにアクセスすることができる。
【００４９】
　このため、ＣＡＴＶ端末装置１４の製造過程でも、ケーブルモデムモジュール装置２１
の設定、確認等を行なうことが可能となり、ひいては、所定の電子機器への内蔵に適する
構成となる。
【００５０】
　また、ＣＡＴＶ端末装置１４の完成後も、サービス、修理またはメンテナンス時等に、
正規のサービスマンや技術者が筐体１８を取り外すことにより、ケーブルモデムモジュー
ル装置２１の設定、確認等を容易に行なうことができる。
【００５１】
　なお、上記端子群５６としては、図５に示したように、金属ケース５３の側面の全面に
亘って配設されるだけでなく、例えば、図７または図８に示すように、金属ケース５３の
側面の一部に配設されるようにしてもよいものである。この場合にも、端子群５６の一部
にコンソール用端子４７が含まれることはもちろんである。
【００５２】
　以上に説明した実施の形態では、ケーブルモデムモジュール装置２１が内蔵される電子
機器としてＣＡＴＶ端末装置１４を例に説明したが、この電子機器としては、例えばゲー
ム機器等であっても適用することができる。
【００５３】
　図９は、ゲーム機器５８の概略的な構造を示している。このゲーム機器５８は、略箱状
に形成された筐体５９を有し、この筐体５９内に、各種の回路部を形成するための主回路
基板６０が収納される構造となっている。
【００５４】
　この主回路基板６０には、主として、ゲーム用のデータ処理用チップ６１と、上記した
ケーブルモデムモジュール装置２１と、ＡＣ商用電力を受けてデータ処理用チップ６１及
びケーブルモデムモジュール装置２１に必要な電力を供給するための電源部６２とが実装
されている。
【００５５】
　また、上記筐体５９の前面パネル６３には、ゲームソフトウェアの格納されたディスク
を装着して再生するためのディスク再生部６４、ユーザの操作するゲームコントローラ６
５が接続されるコネクタ６６等が配置されている。
【００５６】
　さらに、上記筐体５９の後面パネル６７には、ケーブルモデムモジュール装置２１に設
置されたＲＦ同軸コネクタ３６、上記データ処理用チップ６１から出力される映像信号及
び音声信号を、それぞれ外部のテレビジョン受信機６８等に出力するための映像出力端子
６９及び音声出力端子７０、上記電源部６２にＡＣ商用電力を供給するためのＡＣライン
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７１等が配置されている。
【００５７】
　そして、このゲーム機器５８では、ＣＡＴＶ端末装置１４と異なり、ケーブルモデムモ
ジュール装置２１のＲＦ同軸コネクタ３６が後面パネル６７から突出されており、ＣＡＴ
Ｖケーブル１２が直接接続されるようになっている。
【００５８】
　また、このゲーム機器５８には、例えばＣＡＴＶセンター局１１からダウンロード可能
なゲームソフトウェア、バージョンアップデータまたはハイスコアデータ等を記憶可能な
ＨＤＤ（Hard Disk Drive）や、対戦型ゲームにおいてＣＡＴＶセンター局１１にエント
リィされている任意の対戦相手との通信を確保／切断可能な通信ユニット等が設けられて
いる。
【００５９】
　図１０は、上記ゲーム機器５８の信号処理系を示している。すなわち、ケーブルモデム
モジュール装置２１及びディスク再生部６４は、上記ゲーム用のデータ処理用チップ６１
内に形成されているゲーム用データ処理部７２に接続されている。また、このゲーム用デ
ータ処理部７２には、コネクタ６６を介してゲームコントローラ６５が接続されるととも
に、映像出力端子６９及び音声出力端子７０を介してテレビジョン受信機６８が接続され
ている。
【００６０】
　そして、ゲーム用データ処理部７２が、ディスク再生部６４で再生されたゲームプログ
ラムや、ケーブルモデムモジュール装置２１を介してＣＡＴＶセンター局１１から取得し
てＨＤＤに記憶されたゲームソフトウェア等に基づいて駆動されることにより、ゲームコ
ントローラ６５の操作に対応したゲーム内容が、テレビジョン受信機６８で映像表示及び
音声再生される。
【００６１】
　また、ゲーム用データ処理部７２は、その内部で生成した種々のゲーム情報を、ケーブ
ルモデムモジュール装置２１を介してＣＡＴＶセンター局１１に送信するとともに、ＣＡ
ＴＶセンター局１１から送信される各種のゲーム情報を、ケーブルモデムモジュール装置
２１を介して受信することにより、対戦型ゲームを実現している。
【００６２】
　次に、この発明の他の実施の形態について説明する。すなわち、図１１において、図４
と同一部分には同一符号を付して説明すると、前記主制御部４５には、表示制御部７３が
接続されている。
【００６３】
　この表示制御部７３は、主制御部４５の制御に基づいて、ケーブルモデムモジュール装
置２１の設定状態や動作状態等、例えばＣＡＴＶセンター局１１とのリンク状態等、つま
り、回路基板４８上における信号処理状態を表示するための表示制御信号を生成し、表示
用端子７４に出力している。
【００６４】
　ここで、この表示用端子７４は、上記金属ケース５３に備えられた端子群５６の一部に
含まれている。このため、ケーブルモデムモジュール装置２１を、例えばゲーム機器５８
の主回路基板６０に実装した状態で、表示制御部７３で生成された表示制御信号を、表示
用端子７４を介して主回路基板６０上の回路パターンに導出することが可能となる。
【００６５】
　図１２は、上記ゲーム機器５８を、その後面パネル６７側から見た状態を示している。
すなわち、筐体５９内に収納された主回路基板６０には、ケーブルモデムモジュール装置
２１が、その端子群５６が接続されることにより実装されている。この場合、ケーブルモ
デムモジュール装置２１のＲＦ同軸コネクタ３６は、後面パネル６７を挿通して外方に突
出されている。
【００６６】
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　また、上記主回路基板６０には、例えばＬＥＤ等で構成された表示部７５が実装されて
いる。この表示部７５は、後面パネル６７に形成された窓７６に対向する位置に設置され
ている。
【００６７】
　そして、この表示部７５は、ケーブルモデムモジュール装置２１の端子群５６に含まれ
る表示用端子７４から、主回路基板６０上の回路パターンに導出された表示制御信号に基
づいて駆動され、ケーブルモデムモジュール装置２１の設定状態や動作状態等の表示を行
なっている。
【００６８】
　このように、端子群５６の一部に表示用端子７４を含ませ、ケーブルモデムモジュール
装置２１の設定状態や動作状態等を表示させるための表示制御信号を、主回路基板６０上
の回路パターンに導出可能としたので、表示部７５を主回路基板６０上の任意の位置に実
装して駆動させることが可能となる。
【００６９】
　このため、表示部７５を筐体５９の任意の位置に取り付けることができるようになり、
表示部７５の取り付け位置の自由度が増加し、ひいては、所定の電子機器への内蔵に適す
る構成となる。
【００７０】
　なお、この発明は上記した実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階で
はその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を種々変形して具体化することができる。
【００７１】
　また、上記した実施の形態に開示されている複数の構成要素を適宜に組み合わせること
により、種々の発明を形成することができる。例えば、実施の形態に示される全構成要素
から幾つかの構成要素を削除しても良いものである。さらに、異なる実施の形態に係る構
成要素を適宜組み合わせても良いものである。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】この発明の実施の形態を示すもので、ＣＡＴＶ放送システムの概略を説明するた
めに示す図。
【図２】同ＣＡＴＶ放送システムにおけるＣＡＴＶ端末装置の構造を説明するために示す
斜視図
【図３】同ＣＡＴＶ端末装置における信号処理系を説明するために示すブロック構成図。
【図４】同ＣＡＴＶ端末装置に内蔵されたケーブルモデムモジュール装置の信号処理系を
説明するために示すブロック構成図。
【図５】同ケーブルモデムモジュール装置内における構造を説明するために示す分解斜視
図。
【図６】同ケーブルモデムモジュール装置内における各回路部品の配置を説明するために
示す平面図。
【図７】同ケーブルモデムモジュール装置における端子群の取り付け位置の他の例を説明
するために示す分解斜視図。
【図８】同ケーブルモデムモジュール装置における端子群の取り付け位置のさらに他の例
を説明するために示す分解斜視図。
【図９】同ケーブルモデムモジュール装置が内蔵されたゲーム機器の構造を説明するため
に示す斜視図。
【図１０】同ゲーム機器における信号処理系を説明するために示すブロック構成図。
【図１１】この発明の他の実施の形態を示すもので、ケーブルモデムモジュール装置の信
号処理系を説明するために示すブロック構成図。
【図１２】同ケーブルモデムモジュール装置が内蔵されたゲーム機器の主要な構造を説明
するために示す斜視図。
【符号の説明】
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【００７３】
　１１…ＣＡＴＶセンター局、１２…ＣＡＴＶケーブル、１３…加入者宅、１４…ＣＡＴ
Ｖ端末装置、１５…ネットワーク情報網、１６…テレビジョン受信機、１７…ＰＣ、１８
…筐体、１９…主回路基板、２０…放送信号復調部、２１…ケーブルモデムモジュール装
置、２２…電源部、２３…前面パネル、２４…表示部、２５…操作子、２６…電源オン、
オフの状態を示す表示装置、２７…受信部、２８…後面パネル、２９…ＲＦ同軸コネクタ
、３０…映像出力端子、３１…音声出力端子、３２…コネクタ、３３…ＡＣライン、３４
…分配器、３５…チューナ部、３６…ＲＦ同軸コネクタ、３７…信号処理部、３８…チュ
ーナ部、３９…デジタル信号処理部、４０…Ａ／Ｄコンバータ、４１…復調部、４２…Ｍ
ＡＣ部、４３…Ｄ／Ａコンバータ、４４…イーサネットＩ／Ｆ部、４５…主制御部、４６
…ＩＣメモリ、４７…コンソール用端子、４８…回路基板、４９…チューナ回路基板、５
０…シールドケース、５１…端子群、５２…シールドケース、５３…金属ケース、５４…
第１のカバー、５５…第２のカバー、５６…端子群、５７…半導体チップ、５８…ゲーム
機器、５９…筐体、６０…主回路基板、６１…データ処理用チップ、６２…電源部、６３
…前面パネル、６４…ディスク再生部、６５…ゲームコントローラ、６６…コネクタ、６
７…後面パネル、６８…テレビジョン受信機、６９…映像出力端子、７０…音声出力端子
、７１…ＡＣライン、７２…ゲーム用データ処理部、７３…表示制御部、７４…表示用端
子、７５…表示部、７６…窓。

【図１】 【図２】
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